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地中熱設備工事

上旬まで免震装置下、それ以降は免震装置上基礎

　11月の工事予定　
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　　工事の進捗状況　
　9工区に分けて実施した基礎のﾏｯﾄｽﾗﾌﾞ
のｺﾝｸﾘｰﾄ打設が11月1日に完了しました。
免震装置が設置される部分の基礎も併せ
て施工を進めてきており、11月は免震装
置を設置した後、上部の基礎工事に入っ
ていきます。

問い合わせ：新庁舎建設課：0943-24-8091　　　
　　　　　　　　工事現場事務所：0943-24-8650（施工業者：東急・ｲﾉｳｴﾊｳｼﾞﾝｸﾞJV）　

※　：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設日(予定)

 地中の温度は年間を通して平均で15～20℃と季節に関わらずほぼ安定していて、
夏は外気温より冷たく、冬は外気温より暖かい性質を持っています。新庁舎では
この安定した熱源を空調設備に利用します。（ｸﾛｰｽﾞﾄﾞﾙｰﾌﾟ方式）

新庁舎断面図（※赤い部分が施工済み）

市役所敷地上空から（令和４年１１月２日現在）

　通常の空気熱源の空調では、屋
外の空気を熱源にしているために、
夏は35℃を超えるような暑い外気
から温度を下げ、冬は5℃くらい
の冷たい空気から温度を上げなけ
ればいけませんが、地中熱を利用
した空調では、外気温に比べ夏は
15～20℃低く、冬は10～15℃高い
安定した地中熱を利用することで、
同じ温度の熱を作り出すのに少な
い電力で済み、節電が可能になり
ます。
　

◆地中熱設備工事

　今回の工事では、直径約20cm、深さ約100ｍの穴を5m間隔で65ヶ所掘り、地中熱交
換器(Uﾁｭｰﾌﾞ×2)を入れる計画で、現在54ヶ所の施工が完了しています。地下から上
がってくるUﾁｭｰﾌﾞを配管で接続し、一か所に集約し、新庁舎へ循環させていきます。
　

地中熱利用促進協会HPより
既存南庁舎

既存北庁舎

新庁舎棟

地中熱設備工事範囲
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『 ｸﾛｰｽﾞﾄﾞﾙｰﾌﾟ 』
地下100m程度までの

地中熱交換器に水・不
凍液等を循環させ熱交
換させる方式だって。

100m

ﾏｯﾄｽﾗﾌﾞ
免震基礎

掘削機 地中熱交換器（Uﾁｭｰﾌﾞ）

Uﾁｭｰﾌﾞ先端➡

Uﾁｭｰﾌﾞ挿入前 Uﾁｭｰﾌﾞ挿入状況

Uﾁｭｰﾌﾞ挿入後

Uﾁｭｰﾌﾞ配管接続部

集約配管

先端に50ｋｇの重りを付け
掘削孔に入れていきます。
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